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導入事例に学ぶDX
――価値創造のためのデジタル実装
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事例 1  住商グローバル・ロジスティクス株式会社
I IJの無料ワークショップでセキュリティを可視化して対策の鮮度をチェック

事例 2  株式会社琉球銀行
ITスキルの向上と意識変革の両面からデジタル人材の育成を図る

事例 3  サンデン・リテールシステム株式会社
AWSアカウントの乱立を整理、オンプレミスからの移行とマルチクラウド運用

事例 4  ぴあ株式会社
一元的なデータ活用プラットフォーム実現のため複数システムと顧客情報DBを自動連携

事例 5  株式会社ふくおかフィナンシャルグループ
生成AIで新たなビジネス価値を創出。社内業務にも活用し金融DXを推進

事例 6  清水建設株式会社
二万人以上を支える認証基盤の更改でゼロトラストを推進し、現場の ITセキュリティを強化
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導入事例に学ぶDX
̶̶ 価値創造のためのデジタル実装

DX（Digital Transformation）が、データとテクノロジーをフル活用して、自社の業
務を改善すると同時に、ビジネスモデル全体を変革しようとしている。ただ、変化の
ビジョンが流動的で、その速度も急激なため、デジタル戦略が思うように描けていな
い企業も多い。IIJはインターネット関連サービスを軸に、安心・安全なビジネスソ
リューションを提供してきたが、近年はこのパラダイムシフトに応ずべく、独自のデジ
タルトランスフォーメーションプラットフォーム（DXP）を開発・提唱している。今回は、
企業の導入事例を通じて、新たな価値創造に向けた IT活用のヒントをお届けする。

導入（計画・構築・移行）

組織・人材

ビジネス戦略・
計画

クラウドの利用計画・構築、システム移行、
さらにはAI導入までをカバーする
IT基盤の提供

環境

ガバナンス
「必要なリソース」を「必要な人」が
「必要な権限」で利用できるよう、

IDや SaaSなどを適切に管理・運用

セキュリティ
多様な働き方や要件を叶えるために、
安全かつ快適なアクセス環境を整備

オペレーション
運用のさまざまな機能を統合的に可視化し、
状況を正確に分析・把握

クラウドへの適切な接続や
システム間のデータ連携を
可能にする環境の構築

ビジネスシーン・戦略に合わせたクラウド活用を、
目的や課題の整理から計画立案まで支援

組織の人材がどのようなDX思考と
ITスキルを持っているかを
可視化し、最善手を提案
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DX推進を滞らせている要因――　
これは見方を変えると、DXのドライビングフォースと捉えることもできる。

本稿では、DXを成功に導く7つの項目を挙げ、
それらを包括するフレームワーク（CAF）の概要を紹介する。

DX成功に向けて

 I IJ 取締役 副社長執行役員

北村 公一Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
マ
ネ
ー
ジ
ド
サ
ー
ビ
ス

何
が
Ｄ
Ｘ
を
滞
ら
せ
て
い
る
の
か
？

図2  I IJによるDX推進のための支援

I IJのCAF

① ビジネス戦略・計画

② 組織・人材

③ 導入（計画・構築・移行）

④ 環境

コンサルティング＆
インテグレーション ガードレール

⑤ オペレーション

⑥ ガバナンス

⑦ セキュリティ

IT部門 事業部門

DX推進において、課題と感じる点を“すべて”お選びください

図1  DX推進に関するアンケート

お勤めの企業のDXの取り組みで、やるべきだと思うが
現状できていない項目を“すべて”お選びください。
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人材不足に揺れる現場

I IJはこれまで多くのクラウド導入・活用に携わるなかで、
企業の現場で奔走している担当者（情報システム部門）が共通の課題を抱えている場面に遭遇してきた。
ここでは、そうしたマルチクラウド活用に関する“率直なお悩み”を紹介する。

現場が直面する
マルチクラウド活用における諸課題

I IJ マーケティング統括本部サービスプロダクト推進本部副本部長

井ノ川俊次

多くの企業で見られるのが、クラウド活用にお
ける社内ガイドラインの不在です。事業部門は
「AWSでこのシステムを立ち上げたい」「クラウ
ド環境で実験的にサービスを試したい」と考えて
も、基本的に事業部門はクラウド利用時のセキュ
リティ設定ルールを持ち合わせていません。情
報システム部門に相談しても明確な回答をもら
えず、「自部門の責任で対応」となってしまうケー
スも散見され、結果的に管理外のクラウドサービ

　マルチクラウド活用にともない、従業員のア
カウントやID管理、認証・認可の設定作業が IT
部門の大きな負担となっています。SaaSを増
やすたびに誰がどの権限を持つのか管理する必
要が生じ、組織内の人材流動にも対応しなけれ
ばなりません。多くの企業では、新卒採用や組
織改編などの業務が特定時期に集中したり、入
社・異動・退職のたびにアカウントを作成・削除
し、権限を調整する作業が発生します。また、
SaaSの利用が拡大する一方、事業部門から
「早く使いたい」という声が届くと、情報システ
ム部門は間違えられない権限付与の作業に慎重
かつ短期間で対応しなければなりません。こう
した状態が続くと、情報システム部門の担当者
は疲弊し、ID管理のミスや手戻りも増えがちで
す。その結果、運用負荷やセキュリティリスク
が高まり、さらに人材不足が問題解決を遅らせ
る悪循環に陥ります。

I IJはこのような悩みをもつお客さまに、ID
管理、認証・認可に対応するサービスを提供し
ており、本特集の事例6に ID認証に関する導
入事例を掲載しています。

ス利用が増えます。管理外のサービスは、利用
者の裁量で構築されるため、セキュリティ設定が
統一されず、運用・監視コストが膨らみます。ま
た、管理対象に入れたとしても、対象となるクラ
ウドサービスが多岐にわたるので、情報システム
部門は日々の対応に追われ、利用ガイドラインの
策定や情報収集に十分な時間を割けません。
こうした課題を支援するためにI IJでは、クラ

ウド利用のルールが整備されていないお客さま
向けにクラウド活用ガイドラインの作成支援など
を行なっています。

DX成功のカギの一つはデータ整備とその活用です。
しかし、社内には “そのままでは使えない、扱いにく
いデータ”が各部門に散在しており、実際に活用する
にはそれらを集約して整える必要がありますが、多く
の企業にとって容易なことではありません。事業部門
がデータ分析を行ないたいと考えても、異なるシステ
ム・クラウドから収集したデータを分析に適したかた
ちに整理する作業に時間をとられ、企画などの本来や
りたい業務に十分なリソースを割けないという問題が
発生します。このような状態が続くと、事業部門の担
当者がExcelを手作業で加工するといった運用が常態
化し、IT部門には「このデータをこう加工・出力して
ほしい」といった業務支援・作業代行の依頼が集中し
ます。そもそもデータ整備には専任者が必要ですが、
複数業務の兼務や人材不足ゆえに、十分な対応がで
きない状態が頻発しています。データが整わなければ、
DXのゴールを描いても前に進めず、現場のフラスト
レーションは溜まるばかり……。データ整備は単なる
技術的課題ではなく、人材不足による運用負荷とも切
り離せない関係にあるのです。

I IJは、このような課題に対して、複数のシステムや
クラウド間のデータをスムーズに連携できるI IJクラウ
ドデータプラットフォームサービスを提供しており、本
特集の事例4に導入事例を掲載しています。

Case 2：
ガイドラインの不在と管理外クラウドの増加

DXやIT改革が進まない大きな要因として、そ
もそも「何から手をつけるべきかわからない」こ
とが挙げられます。汎用的な情報や成功事例は
多く存在しますが、お客さま固有の環境に最適
化された情報はほとんどありません。外部パート
ナーに相談しても、製品の売り込みが優先され、
中立的な立場から提案してくれることはまれで
す。この問題は人材不足によってさらに深刻化
します。十分な人員がいないため、課題の整理
やプライオリティの判断に時間を割けず、日々の

運用対応に追われた結果、DX推進は「理想はわ
かるが手が回らないため後回し」という状況に陥
ります。

I IJでは、このような「何から手をつけたらいい
のかわからない」「何をどこまで導入したらいい
のか不安」といったお悩みに対して、お客さまと
一緒に課題を整理し、解決策を探る「I IJ Sketch 
& Draw Workshop」を開催しています。本特集
の事例1には、このワークショップに参加したお
客さまのインタビュー記事を掲載しています。

Case 1：
課題整理が追いつかず、孤立化

Case 4：
ID管理と運用負荷

Case 3：
散在したデータの整備不足

紹介する。
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事例

1

3日間のワークショップの流れ

IIJ-eye IIJ-eye

お客さまの課題を
ヒアリング

ヒアリングシートに記入いただ
いた内容をもとに、お客さまの
課題についてうかがいます。

DAY

1
課題に沿った
ナレッジをご紹介

I IJの知見にもとづく対策案や
ベストプラクティスなどの情報
をご紹介します。

DAY

2
課題への対応策
をご提示

お客さまごとの個別の課題に
沿って、最適な構成をご提案
します。

DAY

3

プロフェッショナルの視点から、解決策を本気で考えます。
DAY1とDAY2のあとには、I IJ社内で検討会を開きます。お客さまのお悩みの本質は何か？ 最適なソリューションは？
時にはチームの枠を超えて深く議論し、次回のご提案に備えます。

IIJ-eye

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
無
料
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
可
視
化
し
、

対
策
の〝
鮮
度
〞を
チ
ェ
ッ
ク
。

得
ら
れ
た
気
づ
き
を
も
と
に

Ｅ
Ｄ
Ｒ
、Ｓ
Ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

住
商
グ
ロ
ー
バ
ル
・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部
シ
ス
テ
ム
開
発
部　

部
長山

田
健
太
郎
氏

第
一
チ
ー
ム
部
長
付

糸
久
靖
夫
氏

第
一
チ
ー
ム
部
長
付

槇
俊
一
氏

住
商
グ
ロ
ー
バ
ル・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

左から、
槇俊一氏、山田健太郎氏、糸久靖夫氏
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住商グローバル・ロジスティクス株式会社
https://www.sglogi.co.jp/
本社：東京都千代田区一ツ橋一丁目2番2号 住友商事竹橋ビル14階
創業：1983年
資本金：13億5,600万円
従業員：593名（2025年4月1日時点、現場パート社員を除く）

住友商事100％出資の総合物流企業として、国際複合一貫輸送、海上運送、物
流センター運営、物流容器レンタル、貿易実務代行など多岐にわたるサービス
を展開。グローバルネットワークを活かし、自動車完成車輸送や危険化学品物
流などにも対応する高品質かつ柔軟な物流ソリューションを提供し、世界中の顧
客ニーズに応えている。
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参加したワークショップ
I IJ Sketch（スケッチ） & Draw（ドロー） Workshop
https://www.iij.ad.jp/workshop/
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―

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
以
外
に
リ
テ
ラ
シ
ー

や
マ
イ
ン
ド
向
上
の
施
策
は
実
施
し
て
い
ま

す
か
？

新
城

長
嶺

―
―

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
は
ス
ム
ー
ズ
で

し
た
か
？

長
嶺

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
も
と
に

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
と

マ
イ
ン
ド
変
革
を
推
進

―
―

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
か
？

長
嶺

新
城

長
嶺

新
城

―
―

Ｄ
Ｘ
人
材
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
で
、
ほ
か
に
魅
力
的
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
？

新
城

﹇
選
定
の
決
め
手
﹈

受
検
負
担
が
軽
く
、

マ
イ
ン
ド
測
定
も
で
き
る

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
選
定

―
―

人
材
ア
セ
ス
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
選
定

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
し
た
か
？

長
嶺

―
―

Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
？

新
城

株
式
会
社
琉
球
銀
行

総
合
企
画
部 

デ
ジ
タ
ル
業
務
革
新
室　

室
長長

嶺 
伸 

氏 
新
城 
航
太 
氏

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
と
意
識
変
革
の
両
面
か
ら

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
図
る

株
式
会
社
琉
球
銀
行

長嶺伸氏

新城航太氏
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本記事は2025年9月に取材した内容をもとに構成しています。
記事内のデータや組織名・役職などは取材時のものです。

新
城

﹇
今
後
の
取
り
組
み
﹈

継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

カ
ル
チ
ャ
ー
の
可
視
化
で

Ｄ
Ｘ
推
進
と
意
識
変
革
を
図
る

―
―

今
後
も
効
果
測
定
な
ど
は
継
続
的
に
実

施
し
ま
す
か
？

長
嶺

長
嶺株式会社琉球銀行

https://www.ryugin.co.jp/
本店：沖縄県那覇市東町2番1号
設立：1948年5月1日
資本金：569億6,700万円
従業員：1,417人（2025年3月31日）

米軍統治下の1948年5月1日、米国軍政府布令にもとづく特殊銀行として設
立。八十二銀行を中心に銀行システムの共同化を進める「じゅうだん会」に所
属し、2020年4月、千葉銀行を幹事行とする「TSUBASAアライアンス」に参加。
中期経営計画「Value 2023」（2023年4月～）において「地域経済の好循環サ
イクルを実現し、地域とともに成長する金融グループ」を長期ビジョンに掲げ、
「事業基盤の拡大、ESG経営の実践、変革への挑戦」の3つの基本戦略を実践。
質の高いコンサルティング、脱炭素化への活動、新ビジネス開発――これらを
実行するための専門人材の育成などを通じた、持続的成長を目指している。

導入サービス・ソリューション
• I IJ DX人材アセスメントソリューション
• I IJデジタルカルチャー可視化ソリューション

―
―

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
以
外
に
リ
テ
ラ
シ
ー

や
マ
イ
ン
ド
向
上
の
施
策
は
実
施
し
て
い
ま

す
か
？

新
城

長
嶺

―
―

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
は
ス
ム
ー
ズ
で

し
た
か
？

長
嶺

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
も
と
に

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
と

マ
イ
ン
ド
変
革
を
推
進

―
―

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
か
？

長
嶺

新
城

長
嶺

新
城

―
―

Ｄ
Ｘ
人
材
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
で
、
ほ
か
に
魅
力
的
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
？

新
城

―
―

Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
？

新
城

I IJデジタルカルチャー可視化ソリューションの提供イメージ

診断結果をもとに組織の現状を可視化し、課題抽出と対策案を把握できるレポート

インサイトレポート

人材適性診断 意識ギャップ診断

Digitalection
エンジン

全社横断分析

組織別詳細分析

• IT/DXテストの受検
• 実態調査アンケートの回答

イノベーター分類・ITリテラ
シー・思考特性から、変革を
担う人材の特性を可視化

デジタル成熟度診断
IPA「DX推進指標」と連携、
組織ごとのデジタル活用の
現在地を明らかに

経営と現場の“温度差”を可
視化し、対話と整合のキッカ
ケに
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―
―

そ
の
後
、
体
制
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。

大
木

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
へ
の
移
行
は
ス
ム
ー
ズ

で
し
た
か
？

志
塚

﹇
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
化
の
課
題
﹈

複
雑
化
し
た
Ａ
Ｗ
Ｓ
へ
の

接
続
環
境
を
整
理

―
―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
プ
レ
ー
ス
後
の
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

志
塚

―
―

サ
ー
バ
の
移
行
は
ど
う
進
め
ま
し
た

か
？

志
塚

﹇IaaS

基
盤
導
入
の
決
め
手
﹈

オ
ン
プ
レ
ミ
ス
環
境
か
ら
の

ス
ム
ー
ズ
な
ク
ラ
ウ
ド
移
行
を
実
現

――
VM

w
are

環
境
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の
方
針

と
選
定
の
決
め
手
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

志
塚

―
―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新
に
と
も
な
う
Ａ
Ｗ

Ｓ
へ
の
接
続
形
態
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た

か
？

志
塚

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
提
案
が
あ

り
ま
し
た
か
。

志
塚

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

運
用
監
視
も
委
託
し
、

マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
構
成
に
お
け
る

統
合
運
用
管
理
を
実
現

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
マ
ル

チ
ク
ラ
ウ
ド
構
成
を
採
用
し
た
メ
リ
ッ
ト

は
？

志
塚

―
―

今
後
に
つ
い
て

お
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

大
木

﹇
導
入
前
の
課
題
﹈

分
離
・
独
立
に
と
も
な
い

自
社
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が

不
可
欠
に

―
―

御
社
の
業
務
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
木

事例

3Ａ
Ｗ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
乱
立
を

接
続
点
の
再
整
理
で
改
善
。

オ
ン
プ
レ
ミ
ス
環
境
か
ら
の
移
行
と

マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
運
用
を
支
援

サ
ン
デ
ン
・
リ
テ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

常
務
執
行
役
員
Ｃ
Ｔ
Ｏ
＆
Ｃ
Ｉ
Ｏ

Ｒ
＆
Ｄ
本
部
・
Ｉ
Ｔ
本
部
本
部
長

大
木
哲
秀
氏

Ｉ
Ｔ
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム
部

志
塚
俊
樹
氏

サ
ン
デ
ン
・
リ
テ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

各導入サービスの利用イメージ

大木哲秀氏

志塚俊樹氏

冷凍自動販売機
「ど冷えもん」

Point 1 用途に応じたクラウドの使い分け
Point 2 複数AWSアカウントへの接続を1本化
Point 3 マルチクラウドの監視を統合

I IJ統合運用管理サービス

AWS Cloud

会計
システム

物流管理
システム

VPCVPC VPC事業用
システム

I IJ提供
ネットワーク用AWSアカウント

Direct Connect Gateway

Direct Connect

I IJクラウドエクスチェンジサービス for AWS
I IJ GIOインフラストラクチャーP2

I IJプライベートバックボーンサービス

サンデン・リテールシステム拠点
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―
―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新
に
と
も
な
う
Ａ
Ｗ

Ｓ
へ
の
接
続
形
態
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た

か
？

志
塚

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
提
案
が
あ

り
ま
し
た
か
。

志
塚

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

運
用
監
視
も
委
託
し
、

マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
構
成
に
お
け
る

統
合
運
用
管
理
を
実
現

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
マ
ル

チ
ク
ラ
ウ
ド
構
成
を
採
用
し
た
メ
リ
ッ
ト

は
？

志
塚

―
―

今
後
に
つ
い
て

お
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

大
木

事例

4
﹇
導
入
前
の
課
題
﹈

顧
客
属
性
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
約
し
、

複
数
シ
ス
テ
ム
を
共
通
基
盤
へ

―
―

お
も
な
業
務
内
容
と
次
世
代
デ
ー
タ
活

用
基
盤
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

黒
沢

本記事は2025年5月に取材した内容をもとに構成しています。
記事内のデータや組織名・役職などは取材時のものです。

サンデン・リテールシステム株式会社
https://www.sanden-rs.com/
東京本社：東京都墨田区錦糸1-2 - 4アルカウェスト8F
設立：2019年7月29日
資本金：1億円
売上高：760億円（2024年度：連結）
従業員：約1,530人（2024年度：連結）

1943年に創業したサンデン株式会社の流通システム事業として「冷やす・あたた
める」をコア技術に据えたビジネスをグローバルに展開。その後、サンデンホール
ディングスから分社化し、2019年にサンデン・リテールシステムとして独立。主な事
業は、自動販売機や量販店・飲食店向け冷凍ショーケースを取り扱うコールドチェ
ーン事業、コンビニエンスストア、ドラッグストア向けのリテールソリューション事業、
フード機器事業、ロジスティック事業など。2021年には、業界初となる冷凍自動販
売機「ど冷えもん」の提供を開始した。

導入したサービス・ソリューション
• I IJ GIOインフラストラクチャーP2
• I IJクラウドエクスチェンジサービス for AWS
• I IJクラウドインテグレーションソリューション for AWS
• I IJ統合運用管理サービス（UOM）

―
―

共
通
の
デ
ー
タ
基
盤
を
構
築
す
る
狙
い

は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
で
す
か
？

黒
沢

―
―

ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
シ
ス
テ
ム
連

携
を
考
え
ま
し
た
か
？

黒
沢

ぴ
あ
株
式
会
社

セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
局 

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
開
発
部 

部
長

兼 

次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
局 

共
通
基
盤
開
発
部 

部
長

黒
沢 

拓 

氏 

一
元
的
な
デ
ー
タ
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
実
現
の
た
め

複
数
シ
ス
テ
ム
と
顧
客
属
性
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
自
動
連
携

ぴ
あ
株
式
会
社
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―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
印
象
は
？

黒
沢

―
―

選
定
の
決
め
手
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

黒
沢

―
―

運
用
コ
ス
ト
や
開
発
体
制
に
つ
い
て
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

黒
沢

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

デ
ー
タ
利
活
用
の
核
と
な
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
を
加
速

―
―

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

黒
沢

―
―

デ
ー
タ
基
盤
の
活
用
範
囲
は
ど
の
よ
う

に
拡
張
し
て
い
ま
す
か
？

黒
沢

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
基
盤

構
築
の
効
果
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
の
お
考

え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

黒
沢

―
―

共
通
基
盤
と
し
て
の
今
後
の
役
割
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

黒
沢

﹇
選
定
の
決
め
手
﹈

複
数
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
優
れ
、

手
厚
い
支
援
体
制
と
技
術
力
を
評
価

―
―

デ
ー
タ
基
盤
の
骨
格
は
ど
の
よ
う
な
構

成
に
し
ま
し
た
か
？

黒
沢

―
―

Snow
flake

と
チ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
な
ど
既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
や
、
新

規
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
し
た
か
？

黒
沢

ぴあ株式会社
https://corporate.pia.jp/
本社：東京都渋谷区東1-2-20 渋谷ファーストタワー
創業：1972年7月

チケット販売事業を柱に、コンサートやイベントの企画・制作・運営、イベント
主催者への各種ソリューションサービスの提供、ぴあアリーナMMをはじめ
とするホール・劇場の企画・運営など、エンタテインメント全般にわたる各種
事業を展開。企業理念である「ひとりひとりが生き生きと。」をモットーに、リ
ーディングカンパニーとして業界をけん引している。

導入したサービス・ソリューション
I IJクラウドデータプラットフォームサービス

本記事は2024年4月に取材した内容をもとに構成しています。
記事内のデータや組織名・役職などは取材時のものです。

各サービスの連携イメージ

お客さまデータベースと
I IJクラウドデータプラットフォームサービスを

閉域接続

サービスで簡単にデータ加工・整形
機密データはマスキング処理・または削除

IIJクラウドデータプラットフォーム
サービス

連携システム

共通データ基盤

ローディングエリア（S3）

Snowflake

連携先

Snowflake
アダプター

AWSアダプター

CSV

連携元
チケッティングシステム

顧客属性情報
データベース

I IJプライベート
バックボーンサービス
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﹇
選
定
の
決
め
手
﹈

タ
イ
ム
リ
ー
か
つ

実
現
可
能
性
が
高
か
っ
た

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
提
案

――
ChatG

PT

を
ベ
ー
ス
と
し
たM

icrosoft

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「A

zure O
penAI 

Service

」
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
導
入
の

決
め
手
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
上

江
上

―
―

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
、
将
来
を

見
据
え
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
策
定
さ
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

武
重

―
―

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
し
て
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
面
の
不
安
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

大
上

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
環
境
を

全
社
展
開
。

多
く
の
活
用
事
例
か
ら

効
果
を
実
感

―
―

A
zure O

penAI Service

の
導
入
か
ら
活
用
ま
で
の
流
れ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
重

江
上

―
―

ChatG
PT

な
ど
生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
し
た
か
？

武
重

―
―

Ｄ
Ｘ
は
内
製
化
を
軸
に
進
め
て
い
る
と

う
か
が
い
ま
し
た
。

武
重

﹇
導
入
前
の
課
題
﹈

生
成
Ａ
Ｉ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
に

早
く
か
ら
着
目

―
―

御
社
は
二
〇
二
二
年
か
ら
二
年
連
続
で

経
済
産
業
省
の
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
銘
柄
（
Ｄ
Ｘ
銘
柄
）」
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
に
注
力
す
る
狙
い
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

武
重 事例

5生
成
Ａ
Ｉ
で

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
価
値
を
創
出
。

社
内
業
務
に
も
活
用
し

金
融
Ｄ
Ｘ
を
推
進

株
式
会
社
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部

副
本
部
長

武
重
太
郎
氏

主
任
調
査
役

大
上
記
央
氏

主
任
調
査
役

江
上
優
氏

株
式
会
社
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

各サービスの利用イメージ

パブリッククラウド

Microsoft AzureTeams ブラウザ

生成AIへ質問 情報検索

社内情報

Azure
OpenAI
Service

生成AIへ回答指示

質問に対する回答 回答生成・要約

ユーザ端末

武重太郎氏

大上記央氏
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本記事は2024年1月に取材した内容をもとに構成しています。
記事内のデータや組織名・役職などは取材時のものです。

―
―

今
後
ど
の
よ
う
な
業
務
で
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
か
？

武
重

事例

6

仲
田

﹇
選
定
の
決
め
手
﹈

機
能
、コ
ス
ト
、
導
入
期
間
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
か
ら

Ｉ
Ｉ
Ｊ 

Ｉ
Ｄ
を
選
定

―
―

リ
プ
レ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
進
み
ま
し

た
か
？

佐
々
木

江
村

株式会社ふくおかフィナンシャルグループ
https://www.fukuoka-fg.com/
所在地：福岡県福岡市中央区大手門一丁目8番3号
設立：2007年4月2日
資本金：1,247億円

九州全域をカバーする地域金融グループ。福岡銀行、熊本銀
行、十八親和銀行、福岡中央銀行が、地域銀行の強みを活かし
た金融サービスを提供。みんなの銀行は2021年から事業を
開始した、国内初のデジタルバンク。グループ五行のシナジー
を活かし、新たな価値創出を推進している。

導入したサービス・ソリューション
• Azure OpenAI Service
• I IJ GIO with Microsoft Azure

江
上

―
―

現
在
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
上

武
重

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
ま
す
か
？

武
重

仲
田

―
―

Ｉ
Ｄ
認
証
基
盤
の
リ
プ
レ
ー
ス
の
キ
ッ

カ
ケ
は
？

須
田

﹇
導
入
前
の
課
題
﹈

前
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
と
も
な
い
、

Ｉ
Ｄ
認
証
基
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス

―
―

ま
ず
、
御
社
の
課
題
認
識
と
Ｄ
Ｘ
へ
の

期
待
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

須
田

二
万
人
以
上
を
支
え
る

認
証
基
盤
の
リ
プ
レ
ー
ス
で
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
を
推
進
。

Ｄ
Ｘ
が
進
む
建
設
現
場
の
Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化

清
水
建
設
株
式
会
社

清
水
建
設
株
式
会
社

Ｄ
Ｘ
経
営
推
進
室 

基
盤
シ
ス
テ
ム
部 

イ
ン
フ
ラ
企
画
グ
ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ
長

須
田 
大
士 

氏

主
査仲

田 
貢
志 
氏

佐
々
木 

直
人 
氏

江
村 

裕
太 

氏

江上優氏
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本記事は2024年12月に取材した内容をもとに構成しています。
記事内のデータや組織名・役職などは取材時のものです。

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｄ
の
利
用
は
広
が
っ
て
い
ま

す
か
？

江
村

佐
々
木

仲
田

―
―

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

江
村

仲
田

須
田

仲
田

江
村

﹇
導
入
後
の
効
果
﹈

現
場
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
と

利
便
性
向
上
を
実
現

―
―

導
入
後
の
活
用
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木

―
―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｄ
を
選
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
？

須
田

仲
田

﹇
選
定
の
決
め
手
﹈

機
能
、コ
ス
ト
、
導
入
期
間
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
か
ら

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｄ
を
選
定

―
―

リ
プ
レ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
進
み
ま
し

た
か
？

佐
々
木

江
村

清水建設株式会社
https://www.shimz.co.jp/
本社：東京都中央区京橋二丁目16番1号
創業：1804年
資本金：743億6,500万円
連結売上高：2兆55億円（2023年度）
従業員：1万949人（2024年3月末）

「建設事業（建築、土木、海外建設）」を柱に、「不動産開発」「エンジニアリン
グ」「グリーンエネルギー開発」「建物ライフサイクル」「フロンティア」の5分野
で事業を展開する大手ゼネコン。創業から220年の歴史を礎とした伝統と技
術に加えて、建設をニーズ具現化の一手段として、さまざまなサービスを通し
て新しい価値を提供する「超建設」というマインドセットを掲げた事業活動を
推進している。

導入したサービス・ソリューション
I IJ IDサービス

仲
田

―
―

Ｉ
Ｄ
認
証
基
盤
の
リ
プ
レ
ー
ス
の
キ
ッ

カ
ケ
は
？

須
田

﹇
導
入
前
の
課
題
﹈

前
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
と
も
な
い
、

Ｉ
Ｄ
認
証
基
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス

―
―

ま
ず
、
御
社
の
課
題
認
識
と
Ｄ
Ｘ
へ
の

期
待
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

須
田

各サービスの利用・連携イメージ お客さまデータセンター

Active Directory
Microsoft Entra Connect

どれだけ連携先SaaSを追加しても
定額料金、連携も簡単

I IJ IDサービス

シングルサインオン
多要素認証

統合Windows認証

社内NWからはSSO、侵入者のアクセスはブロックし、
セキュリティと利便性を両立

Microsoft Entra ID

業務SaaS群

SAML/
OIDC連携

ID/Password入力

Password入力不要

MFAによる不正アクセス防止

建設現場

社内従業員

攻撃者

Internet

社外NW

AdobeBOX名刺管理

人事管理MDMCRM

ワークフロー
図面共有
ソフト And more

認証不要社内NW

須田大士氏

仲田貢志氏

佐々木直人氏

江村裕太氏
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Q1. 直近 1年間でもっとも時間を費やした業務を
教えてください。

Q2. 貴社の「情報システム部門」の課題を
最大3つまで教えてください。
また、回答いただいた課題について、
情報システム部門として解決に向けたアクションを
実施できていますか？

Q3. 昨年と比べて、情報システム部門として、
右表の項目に対する重要度は変化しましたか？
また、重要度の認識が「上がった」と
回答した項目について、情報システム部門としての
注力度合いを教えてください。

Q4. ここ数年で経営層や社内の他部署が情報システム部門に
求める役割や期待は変化していると感じますか？
また、「感じる」と回答した方は、
具体的にどのような点が変化していますか？

● 時間を費やしている業務の第1位は「既存システムのリプレー
ス検討・検討支援」で、第2位～第5位も順位は異なるもの
の、昨年・一昨年と同じ項目がランクインした。

● 役職別に見ると、係長・主任クラスと部長クラスでは「DX推
進関連の活動」が上位を占めた。

● 情報システム部門の課題のトップは「人員不足」、次に「人材育成」が続い
たが、これらは従業員規模を問わず上位に挙げられている。

● 課題解決に向けたアクションを実施しているのは、最大でも2割前後にとどま
ることがわかった。

● 情報システム部門としての重要度が昨年と比較して「上がった」項目の上
位は、「セキュリティ強化」と「生成AIの活用」、次いで「DX推進」が続いた。

● 重要度の認識が上がった項目において、注力できている割合がもっとも高
かったのは「セキュリティ強化」の84%だった。一方、重要度は上がっ
たが「注力できていない」項目は、第1位から順に「情シス人材の育成」、
「エンドユーザの I Tリテラシー強化」、「情シス人材の採用」という結果に
なった。

● 昨年同様、情報システム部門の役割や期待の変化を「感じる」という回答が多か
った。

● 変化を感じる点としては、昨年は「DX」関連のコメントが目立ったが、今年は
「生成AI」関連のコメントが増加した。

（実施期間：2025年 6月16日～ 6月23日／有効回答数：488件）

2021年から実施している「全国情シス実態調査」を2025年も実施。
今回は定番の設問に加え、課題解決に向けたアクションの有無や
実際の注力度合なども追跡調査しました。

情シスの「ホンネ」と「リアル」がわかる！

全国情シス実態調査2025

• データとAIを活用することで、経営に役立てることが期
待されている（100～ 500人／その他／部長クラス）

• 生成AIが世の中に浸透し出していることから、社内で
の導入や活用に対して、情報システム部がリードしてい
かなければならない立場として期待されている（5,001～

10,000人／消費者サービス／課長クラス）

• 生成AIや業務効率化に関する相談・問い合わせ件数
が増加した（1,001～3,000人／その他／課長クラス）

• データや生成AIなどを活用し、事業への直接的な貢献
が期待されている（1,001～3,000人／機械・電気製品／課長クラス）

• 収益に直結する具体的なDXの企画や、生成AI・機械
学習を活用した収益性の向上が期待されている（100～

500人／小売／課長クラス）

• 生成AIを始めとした新技術の活用及び DX推進が期待
されている（1,001～3,000人／運輸サービス／係長・主任クラス）

• 近年、会社の方針としてDXやAIの推進が重視される
ようになってきている。その推進役として、情報システム
部門への期待が高まっていると感じている（100～500人

／機械・電気製品／一般社員クラス）

• 従来のシステムやネットワークの整備・運用に加え、DX
推進や業務変革の戦略的な役割が増している（10,001人

以上／公共サービス／経営層・役員クラス）

• 役員報告の場で、ITやDX施策に関する質疑が増えて
いる（3,001～ 5,000人／機械・電気製品／部長クラス）

• DXやデータ活用において、IT部門が主導し、ユーザ部
門へ積極的に働きかける機会が増えている（501～1,000人

／金融／係長・主任クラス）

今年で5回目となる「全国情シス実態調査 2025」の調査結果をお届けしました。特設サイト「法人 I T調査レポート」では、本稿で
取り上げた項目以外にも、今後、強化・習得したいスキルや情シスのお悩みなど、情シス部門のリアルな声を紹介しています。ぜひこ
ちらもご覧ください。

※ （  ）内は、回答者の所属する会社の従業員規模／業種／役職を示す

「I I J情シス Boost -up Project」は、情報システム関連部門で働く皆さまに
日々の活動や組織運営のヒントとなる情報をお届けします。

● 情シスの“リアル”を知る 法人 IT調査レポート
● 視座と“やる気”を高める モチベートセミナー
● 情シスの課題を議論する トークセッション
● 他企業の“事例”を知る 座談会・勉強会

のご紹介

HP  https://www.iij.ad.jp/svcsol/jboost/ @I I J_ Jboost

 非常に感じる  感じる  どちらでもない  あまり感じない  感じない

特に多かった“生成AI”と“DX”関連の回答

 非常に上がった  上がった  変わらない／下がった

「非常に上がった」「上がった」と感じている人のうち、注力できていると回答した割合

0 50 100 150 200 250 300

その他

他社の情報システム部門との
つながりがない

他部門との
コミュニケーション不足

経営陣との
コミュニケーション不足

情報システム部門の
社内での存在感が低い

収益への直接的な貢献が
できていない

中長期のIT戦略を
策定できていない

情報システム部門の
人材育成が進んでいない

情報システム部門の人員が
不足している

（件）

21.5％

21.5％

17.3％

11.9％

16.4％

20.9％

20.6％

5.8％

20.7％

課題と感じている人のうち、
解決に向けたアクションをしていると回答した割合 N=488

35.0％24.0％

14.0％

8.8％
18.2％

2024年
N=363

20.7％

33.4％
29.3％

12.7％

3.9％
2025年
N=488

0 100 200 300 400 50050 150 250 350 450

収益増大への
直接的な貢献

情シス人材の採用

中長期IT戦略立案

BCP・DR対策

情シス人材の育成

ネットワークのモダナイズ
（SASEなど）

エンドユーザの
ITリテラシー強化

データ活用

システムのクラウド化

DX推進

生成AIの活用

セキュリティ強化

N=488

（件）

84.3％

73.3％

70.7％

81.1％

71.9％

58.0％

71.8％

54.2％

71.7％

70.8％

58.3％

63.7％

変化を感じる点

変化を感じる点

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

エンドユーザ向け
操作説明・レクチャー

部門内教育・トレーニング・
スキルトランスファー

内部統制・内部監査関連

予算管理・予実管理

障害対応

設計・構築作業・
コンフィグレーション

DX推進関連の活動

アプリケーションなどの開発業務

PC管理・キッティング作業

IT戦略の策定・戦略策定支援

システム導入の
プロジェクトマネージメント

システム運用・監視

セキュリティ対策、対応

新規システム導入検討・検討支援

社内問い合わせ対応

既存システムリプレース検討・
検討支援

N=488

（件）

ユーザーローカルAIテキストマイニングで調査
  https://textmining.userlocal.jp/
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だ
け
で
は
統
治
も
安
全
も
保
て
ず
、
無
秩
序
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｄ
は
、
Ａ
の
精
神――

互
酬
や
連
帯
の
感
覚――

を
保
ち
な
が
ら
、
Ｂ

と
Ｃ
が
提
供
し
て
き
た
秩
序
や
効
率
を
分
散
的
な
調
整
と
検
証
に
よ

っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
柄
谷
は
こ
れ
を
Ａ
の
「
高

次
元
で
の
回
帰
」
と
呼
び
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
心
の
な
い
協

働
、
し
か
し
無
秩
序
で
は
な
い
人
間
社
会
の
関
係
性
を
、
多
声
的
な

調
和
と
し
て
制
度
化
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
す
。
筆
者
は
、
Ａ
Ｉ
の

設
計
思
想
に
も
Ｄ
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
日
の
Ａ
Ｉ
は
、
放
置
す
れ
ば
Ｃ
の
論
理
（
収
益
最
大
化
）
に
吸

い
寄
せ
ら
れ
、
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
デ
ー
タ
と
モ
デ
ル
を
囲

い
込
み
ま
す
。
国
家
は
Ｂ
の
論
理
（
安
全
保
障
・
統
制
）
で
Ａ
Ｉ
を
運

用
し
、
監
視
・
検
閲
・
規
制
の
回
路
に
組
み
込
み
ま
す
。
Ａ
に
退
避

す
れ
ば
「
誰
も
責
任
を
持
た
な
い
自
由
」
に
陥
り
、
誤
情
報
や
攻
撃

が
横
行
し
、
社
会
は
崩
壊
に
む
か
う
で
し
ょ
う
。

　

Ａ
で
も
Ｂ
で
も
Ｃ
で
も
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
人
類
の
自
由
と
い
う
理
想

に
は
近
づ
け
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｉ
を
Ｄ
の
次
元―

―

分
散

（
多
様
性
）＋
調
整
（
合
意
形
成
）＋
検
証
（
透
明
性
）――

で
再
設
計

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
単
一
Ａ
Ｉ
依
存
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
ひ
と
つ
の
万
能
Ａ

Ｉ
が
「
知
の
塔
」
に
な
る
と
、
判
断
は
不
透
明
化
し
、
社
会
は
そ
の
判

断
に
従
属
し
ま
す
。

第
二
に
、
多
声
的
な
Ａ
Ｉ
の
並
立
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
倫
理
・

学
習
デ
ー
タ
・
推
論
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る
複
数
の
Ａ
Ｉ
を
あ
え
て
用
い

て
、
相
互
に
比
較
・
対
照
・
反
駁
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

第
三
に
、
指
揮
権
は
利
用
者
側
に
置
く
こ
と
で
す
。Ａ
Ｉ
同
士
を
束

ね
る
調
整
層
が
存
在
し
て
も
、
そ
の
裁
量
と
最
終
判
断
は
利
用
者
が
握

る
。
こ
れ
ら
三
点
が
、Ａ
Ｉ
に
お
け
る
Ｄ
の
必
要
条
件
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
は
「
オ
ー
ケ
ス

ト
レ
ー
タ
Ａ
Ｉ
」
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
単
体
の
「
強

い
Ａ
Ｉ
」
で
は
な
く
、
複
数
の
外
部
Ａ
Ｉ
を
並
列
的
に
参
照
し
、
結
果

を
比
較
・
統
合
・
検
証
し
て
提
示
す
る
メ
タ
層
で
す
。

　

各
企
業
や
組
織
は
、
自
分
た
ち
の
価
値
観
や
知
識
体
系
を
反
映
し

た
自
組
織
専
用
の
「
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
タ
Ａ
Ｉ
」
を
〝
育
て
る
〞
こ
と

で
、
Ａ
Ｉ
利
用
の
主
権
を
内
部
に
取
り
戻
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ

Ｉ
は
国
家
や
資
本
の
論
理
に
一
方
的
に
回
収
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

外
部
Ａ
Ｉ
の
価
値
を
否
定
せ
ず
、
自
律
し
た
内
部
知
性
（
オ
ー
ケ
ス

ト
レ
ー
タ
）
が
取
捨
選
択
し
て
検
証
し
、
必
要
な
時
に
だ
け
参
照
す

る
。
結
果
と
し
て
、
Ａ
の
創
造
性
、
Ｂ
の
秩
序
、
Ｃ
の
効
率
を
、
Ｄ
の

枠
組
み
（
分
散
調
整
と
検
証
）
の
も
と
で
高
次
元
に
再
配
置
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
で
す
。

―
―

　

交
換
様
式
Ｄ
は
、
理
念
で
は
な
く
設
計
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
マ
ル
ク
ス
が
描
い
た
「
生
産
関
係
の
革
命
」
で
も
な
く
、
フ
ー
リ

エ
ら
が
夢
見
た
「
理
想
共
同
体
」
で
も
な
く
、
現
実
の
社
会
構
造
の

な
か
で
自
律
的
に
更
新
さ
れ
続
け
る
制
度
的
知
の
装
置
で
す
。

Ａ
Ｉ
が
国
家
と
資
本
の
力
学
に
取
り
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
Ａ

へ
の
素
朴
な
回
帰
で
は
足
り
ず
、
Ｂ
／
Ｃ
の
装
置
を
分
散
調
整
と
検

証
に
置
き
換
え
る
制
度
が
必
要
で
す
。「
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
タ
Ａ
Ｉ
」

は
、
そ
の
制
度
を
技
術
と
し
て
実
装
す
る
社
会
装
置
な
の
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
は
〝
誰
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
、
い
か
に
検
証

可
能
に
〞
働
く
の
か
？　

答
え
は
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な

く
と
も
「
指
揮
権
は
社
会
に
残
す
」――

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
枠

組
み
を
、
今
か
ら
設
計
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
う
「Chat

君
」
な
ど
と
気
楽
に
呼
べ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
膨
大
な
時
間
を
費
や
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
や
企
画
作
り
な
ど
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
あ
っ

と
い
う
間
に
出
来
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
知
的
能

力
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、
我
々
を
労
働
か
ら
解
放
し
、
自
由
を
与
え

て
く
れ
る
」――

そ
ん
な
夢
物
語
が
、
今
や
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
無
邪
気
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
続
け
る
こ
と
に
は
リ
ス
ク
も

と
も
な
い
ま
す
。
企
業
の
機
密
情
報
が
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
入
力
を
通
じ

て
外
部
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
Ａ
Ｉ
の
間
違
っ
た
回
答
を
十
分
に

検
証
し
な
い
ま
ま
意
思
決
定
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
り…

…

。
Ａ
Ｉ
が

便
利
さ
と
自
由
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
一
方
、
正
し
さ
の
保
証
や
機

密
情
報
の
保
持
に
対
す
る
考
慮
な
ど
、
新
た
な
支
配
や
依
存
の
構
造

を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―

　

こ
の
状
況
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？　

筆
者
は
、

思
想
家
・
柄
谷
行
人
が
提
示
し
た
「
交
換
様
式
」
と
い
う
社
会
分
析

の
枠
組
み
が
、
Ａ
Ｉ
社
会
の
今
後
を
読
み
解
く
う
え
で
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

柄
谷
の
交
換
様
式
論
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
経
済
構
造
論
を

批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
限
界
を
超
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
の
発
展
が
も
た
ら
す
矛
盾
を
分
析
し
、
そ
の

止
揚
と
し
て
共
産
主
義
社
会
を
構
想
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
世

紀
の
現
実
が
示
し
た
の
は
、
理
想
の
「
無
階
級
社
会
」
で
は
な
く
、
国

家
へ
の
極
端
な
権
力
の
集
中
と
官
僚
的
統
制
、
す
な
わ
ち
新
た
な
強

権
的
「
国
家
体
制
」
の
出
現
で
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
や
サ
ン
＝
シ
モ
ン
ら
が
描

い
た
「
空
想
的
社
会
主
義
」
の
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
人
々

が
自
発
的
に
協
力
し
あ
う
理
想
の
共
同
体
精
神
を
社
会
全
体
に
拡
張

し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
自
由
と
自
発
性
に
依
拠
し
す
ぎ
た
た
め

に
、
秩
序
と
調
整
の
仕
組
み
を
欠
き
、
や
が
て
崩
壊
し
て
い
き
ま
し
た
。

人
間
が
他
者
と
生
き
る
場
を
「
理
想
的
な
状
態
と
し
て
設
計
・
制
御

し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
自
体
が
、
共
同
性
を
破
壊
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

―
―

　

柄
谷
は
こ
れ
ら
の
失
敗
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
交
換
」
に
着
目
し
、

人
間
社
会
の
関
係
の
あ
り
方
を
次
の
四
つ
に
整
理
し
ま
す
。

Ａ
：
互
酬
（
原
始
共
同
社
会
の
贈
与
と
返
礼
の
関
係
）

Ｂ
：
再
分
配
（
国
家
や
組
織
が
富
を
集
め
、
再
分
配
す
る
仕
組
み
）

Ｃ
：
商
品
交
換
（
資
本
主
義
に
お
け
る
市
場
と
資
本
の
原
理
）

Ｄ
：
非
国
家
・
非
資
本
的
な
共
同
性

　

人
類
の
歴
史
は
、
し
ば
し
ば
封
建
領
主
や
国
家
に
よ
る
様
式
Ｂ
と

市
場
に
よ
る
様
式
Ｃ
の
相
互
補
完
で
進
ん
で
き
ま
し
た
。
秩
序
を
も

た
ら
す
Ｂ
は
硬
直
を
招
き
、
効
率
を
生
む
Ｃ
は
格
差
を
拡
大
し
ま
す
。

例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
史
を
振
り
返
る
と
、
ま
さ
に
こ

の
構
図
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
当
初
、
中
央
集
権
的
な
権
力
や
資
本
か
ら
自

由
な
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
構
想
さ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
情

報
を
共
有
し
、
対
等
に
発
言
で
き
る
世
界―

―

初
期
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
我
々
は
ま
さ
に
Ａ
か
ら
Ｄ
を
夢
想
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
利
用
者
と
情
報
量
が
爆
発
的
に
増
え
る
に
つ
れ
、
混

乱
と
無
秩
序
が
生
じ
、
人
々
は
「
秩
序
」
と
「
利
便
性
」
を
求
め
て
Ｂ

（
国
家
に
よ
る
統
制
）と
Ｃ（
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
効
率
）

の
論
理
へ
傾
き
、
そ
の
結
果
、Google

やM
eta

と
い
っ
た
少
数
の
企

業
が
情
報
の
流
通
を
支
配
し
、
国
家
は
監
視
や
規
制
を
強
め
て
い
き

ま
し
た
。
自
由
な
相
互
接
続
の
理
想
は
、
結
局
Ｂ
と
Ｃ
の
力
に
回
収

さ
れ
た
の
で
す
。
Ａ
Ｉ
も
ま
た
、
こ
の
道
を
辿
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
Ｄ
は
Ａ（
互
酬
）へ
の
単
純
な
回
帰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
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サステナ・レポート

堂前 清隆
I IJ 広報部 技術統括部長

インターネット・トリビア

家族と仕事、どちらも大切にできる職場へ
～育休取得がもたらす個人の成長とチームワークレジリエンスの強化

川上 かをり
I IJ 執行役員 経営戦略本部 サステナビリティ委員会 事務局長

AMラジオがFMに移行

I IJサービス統括本部
 IaaSサポート部

 サービスサポート課長

苗木 良憲

サステナブルな未来に向けた活

動にチャレンジしているIIJの社

員を紹介する「サステナ・レポー

ト」。第4回は、クラウドサービス

のお客さまサポート業務を担当

する苗木良憲さんです。

̶̶ サステナビリティにおける人的資本開示の重要指

標の一つとして「男性育児休業取得率」が義務付けら

れており、IIJは 61.9%*と非常に高い数字になってい

ます。苗木さんは3カ月の育児休業を取得されました

が、当時の状況を教えてください。

苗木：第二子の妊娠がわかった時点で、育休を取ること

は自然な選択でした。新生児の世話はとても大変ですし、

一人目の子どももいるなかで自分だけ仕事を続けるのは現

実的ではないと感じました。医師から「出産は交通事故と

同じくらい母体へのダメージがある」と言われたこともあり、

妻の回復を支えるためにも育休は必要だと思いました。

̶̶ 職場の反応はいかがでしたか？

苗木：当時の上司には「二人目が生まれるので育休を取

りたいです」と半年前に伝えました。少し驚いた様子でし

たが、「おめでとう、頑張ってね」と言ってもらえました。

̶̶ 育休取得にあたって、不安はありましたか？

苗木：正直、ありました。リーダーという立場で、誰かに業

務を引き継いで3カ月後に戻った時、自分がちゃんと情

報をキャッチアップできるか、漠然とした不安はありました。

̶̶ 業務の引き継ぎはどのように進めましたか？

苗木：2名のサブリーダーに業務を分担して引き継ぎまし

た。育成も含めて体制づくりに時間をかけたことで、彼

らの成長にもつながりました。復帰後もスムーズに業務

に戻ることができ、チームとしての柔軟性も高まったと思

います。

̶̶ 育休中の生活で印象に残っていることはあります

か？

苗木：一緒にいる時間が増えたことで、一人目の子どもと

の距離が縮まりました。「パパ」と呼ばれることが増えたの

が何よりの喜びでした。仕事から完全に離れる時間を持

てたことで、家族との時間の大切さを改めて実感しました。

̶̶ 復帰後、働き方に変化はありましたか？

苗木：「どうすれば早く帰宅できるか」を意識するようになり、

業務の優先順位や時間の使い方を見直すキッカケになり

ました。その結果、仕事の効率化にもつながっています。

今は「寝かしつけまでに帰る」ことを目標にしています。

̶̶ これから育休を考えている社員にメッセージをお願

いします。

苗木：迷惑をかけることを恐れず、その時にしかできない

経験を大切にしてほしいです。IIJにはそれを支える環境

がありますので、前向きに考えてもらえるとうれしいです。

̶̶ インタビュー

を通して、育休は

個人の成長だけで

なく、チーム力の向

上にもつながって

いることが伝わって

きました。仕事と育

児の両立は、企業

の持続的な成長に

欠かせません。これ

からも気兼ねなく育

休をとれる企業風

土を築いていけれ

ばと思います。

＊24年度実績。一般企業の平均は40.5%、政府目標は25年度50%以上。

　日本のラジオ放送には、AM放送・FM放送・短波放

送の三種類があります。AM放送を行なっている全国の

民間ラジオ放送事業者（NHKを除く）47社のなかで44

社が、2028年までにFM放送に転換する方針を掲げ

ています。といっても、すでにAMラジオ各社は「FM補

完放送」という名前でAM放送と同じ番組をFM放送で

送信しており、さらに一部の事業者は実験的にAM放

送を休止しています。今後、正式にAM放送を廃止し、

FM放送のみにする方針が示されているのです。

　なぜAM放送を廃止するのか？ その理由を説明する

ために、まずラジオにおける電波の使い方を簡単に説明

します。ラジオのように電波で音声を送信するうえで重要

なのが「周波数」と「変調方式」です。

　定義上、周波数は 3THz（テラヘルツ）までとされて

いますが、ラジオでは「中波」（300kHz～3000kHz=

0.3MHz～3MHz）、短波（3MHz～30MHz）、超短波

（30MHz～300MHz）あたりの電波が使われます。こ

れらの中で基準となる周波数を決め、その電波を少し変

化させることで、音声信号を伝達します。

電波を変化させることを「変調 （Modulation）」といい、

ラジオのような音声では「振幅変調（Amplitude Modu-

lation・AM）」と、周波数変調（Frequency Modulation・

FM）が使われます。「AM放送」と呼ばれているのは「中

波帯を使った振幅変調（AM）の放送」で、「FM放送」

は「超短波帯を使った周波数変調（FM）の放送」です。

　電波の性質上、周波数が低い（数字が小さい）ほう

が遠くまで届きやすく、AMのほうが FMに比べて送受

信のための回路が簡単です。一方、FMは回路が複雑

ですが、音質が良く、妨害に強い特性を持っています。

ラジオ技術の開発はAM放送が先行し、日本では「中

波・AM」のラジオ放送が1925年から、「超短波・FM」

のラジオ放送は 1957年から、それぞれ始まりました。

なお、短波放送は電波の特性上、海外にも届きやすい

ため、当時、日本が統治していた「外地」向けの放送

が1934年からAMで行なわれていました。

　今回のAM放送からFM放送への転換の目的は、変

調方式の変更ではなく、周波数を「中波」から「超短

波」に切り替えることが主眼になっています。というのは、

電波を送信するアンテナ設備が、中波と超短波では大き

く異なるためです。

　アンテナは、周波数が低くなるほど長くなります。AM

放送に用いられる中波送信用のアンテナは非常に大掛か

りで、「親局」と呼ばれる放送局の中心となるアンテナには、

地面から垂直に立てられた高さ100mを超える鉄塔が使

われます。また、電波の送信効率を上げるために、鉄塔

を中心に半径100m～150mの地面に銅線を埋設します。

この敷地はある程度、地面に電気が流れるほうがいいの

で、水気が豊富な河川敷や海辺が好適地とされていま

す。しかし、このような大規模な設備は維持管理の負担

が大きく、近年は災害対策の困難さも指摘されています。

　一方、FM放送で使われる超短波送信用のアンテナ

は数mほどです。アンテナを設置するためにある程度

の高さのアンテナタワーのようなものは必要ですが、タワ

ー自体は他の用途と共用可能です。また、タワー周辺に

広大な空間が必要ないので、AM放送の設備に比べて

格段に設置の自由度が高いのです。

　民間のAM放送局は放送開始から数十年が経過し、

設備も老朽化しています。各事業者は設備更新の負担

を考慮し、この機会に中波・AMの設備を廃止したいと

いう意向を持っているのです。
育休中、満開の桜の下を
一人目の子どもと春散歩
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団体メダル獲得後の表彰式（前列中央が筆者）

個
人
金
メ
ダ
ル
獲
得
＆

史
上
初
の
国
際
大
会
団
体
優
勝
！

　

先
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
カ
ル
タ
と
い

う
都
市
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、フ

ル
ー
レ
個
人
と
団
体
で
二
つ
の
金
メ
ダ
ル
、エ
ペ

個
人
で
銀
メ
ダ
ル
と
、合
計
三
つ
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｊ
に
勤
め
な
が
ら
、当
初

は
趣
味
で
始
め
た
競
技
活
動
も
一
〇
年
近
く
に

な
り
ま
し
た
が
、今
回
、キ
ャ
リ
ア
で
初
め
て
、

国
際
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
！　

振
り
返
る
と
、

た
い
し
た
結
果
も
出
さ
ず
に
一
〇
年
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会
社
や
多
く
の
方
に
、

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
次
に
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
世
界
選
手
権

が
一
〇
日
前
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、出

場
選
手
が
通
常
よ
り
少
な
い
大
会
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
普
段
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
サ
ッ
カ

ー
と
違
っ
て
年
間
五
回
ほ
ど
開
催
）と
同
じ
重

要
性
を
持
つ
こ
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
、素
直

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

個
人
戦
は
も
ち
ろ
ん
、団
体
戦
の
決
勝
は
非

常
に
白
熱
し
た
試
合
展
開
に
な
り
、表
彰
式
で

流
れ
る「
君
が
代
」を
聞
き
な
が
ら
、チ
ー
ム
で

喜
び
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
感
慨
深
い
体
験
で

し
た
。
ち
な
み
に
、国
際
大
会
で
の
団
体
戦
金

メ
ダ
ル
は
、日
本
の
パ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
史
上
初

と
の
こ
と
で
す
。

　

帰
国
し
て
か
ら
も
社
内
や
友
人
に
祝
勝
会
を

開
い
て
も
ら
っ
た
り
、練
習
場
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
選
手
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

り
す
る
な
ど
、メ
ダ
ル
獲
得
の
喜
び
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
、世
界
中
の
フ
ェ
ン
サ
ー
が
集
ま
っ
た

直
前
の
世
界
選
手
権
で
は
メ
ダ
ル
獲
得
か
ら
遠

い
結
果
で
し
た
し
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
が
開
始
し
て
い
な

い
準
備
期
間
で
あ
る
の
も
た
し
か
な
こ
と
。
し

か
し
、こ
の
期
間
に
し
っ
か
り
と
結
果
を
残
し

て
、高
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
を
迎

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、今
後
も
油
断
せ
ず
、

練
習
を
重
ね
て
今
回
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編集後記

一汁一菜で知られる料理研究家の先生が、いつかテレビで紹介していた沖縄の
「王朝みそ」。国産大豆・米麹・沖縄の塩（シママース）だけで仕込まれた無添
加の天然醸造味噌で、琉球王朝時代から受け継がれる味なのだとか。美味し
そうです。先月、沖縄旅行のついでに買って帰ろうと意気込み、いくつかスー
パーを回ってみたのですが、どこの店でも品切れ……。「テレビ離れ」と言われ
る時代ですが、テレビの力はまだまだ健在だと思い知らされました。（T）／番組
のステッカー欲しさに生まれて初めてラジオ番組にお便りを送りました。送ろう
と考えている時のワクワク感、送った直後から漂うソワソワ感、そして、念願か
なって、読まれた瞬間の高揚感は、まるで告白や入試、就活の採用面接と同じ
ような、どこか懐かしく、貴重な体験でした。（M）／国内最大のメタルバンドの
フェス「LOUD PARK 2025」に参戦してきました。メタルというジャンルの
ピークは 80～90年代と言われており、自分もその頃の楽曲を聞いているの
ですが、今回のフェスは 2000年以降に結成されたバンドばかりで、「メタル老
人会」は置いてけぼりのラインナップだと話題になっていました。「知らないバ
ンドが多いしなあ」と思っていたのですが、行ってみたら最近のメタルもいい
ですね。特に「Parkway Drive」というオーストラリアのバンドは、火柱や花
火がこれでもかというくらい上がっていて、屋内のさいたまスーパーアリーナで
ここまでできるのか！と驚きました。熱いぜ、メタル。（S）／家族 LINEで父が
「独擅場（どくせんじょう）」という言葉を使っていました。「独壇場（どくだん
じょう）」の打ち間違いかな？と思い調べてみたところ、独擅場のほうが先に存
在していたが、漢字や意味の近さから独壇場が多くの人に使われるようになっ
たとのこと。これを誤用と考えるか、言葉は生き物と見るか……日本語はむず
かしく、楽しい。（Y）

表紙の言葉

街のあちこちに灯りがともり、人々の
足どりも早まる師走。今号の表紙は、
人々や車の往来と賑やかな街の光の
重なりをイメージして描きました。冬の
冷たい空気と慌ただしさの向こうに、
2026年はどんな年になるのだろうと、
誰も知らない未来に不安と期待が入
り混じります。

末房志野

I IJグループの海外展開

I IJ 2025 TECHアドベントカレンダー

I IJグループは世界に事業所を設置しており、
海外に進出する日系企業や現地企業のグローバルネットワーク、
システム構築・運用、ITプロジェクトマネジメントなどの
ニーズに総合的にお応えしています。
案件のご相談は、営業担当まで
お気軽にお問い合わせください。

I IJのエンジニアが技術的な情報や取り組みについて執筆している
公式ブログ「I IJ Engineers Blog」では
毎年12月、クリスマス（24日）まで毎日コンテンツを投稿し続ける
「アドベントカレンダー」を開催しています。
I IJグループの社員が交代で執筆する、
さまざまな技術に関するコンテンツをお楽しみください。

開催日：2025年12月1日～ 2025年12月24日
詳細：https://eng-blog.iij.ad.jp/adventcalendar2025（12月1日より公開予定）
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